
私立大学図書館協会西地区部会 九州地区協議会 

2014（平成 26）年度第１回定例幹事会 議事録 

 

１．日  時   平成 26 年 6 月 6 日（金）13時 45 分～14 時 40 分 

 

２．会  場   筑紫女学園大学 飛翔会館３階 会議室 

 

３．内容 

(1)開会の言葉    久留米大学 課長 熊谷 まゆみ 

 

(2)当番館挨拶    筑紫女学園大学 図書館課 課長 山中 優子 

 

(3)議長選出    九州地区協議会幹事会内規により熊谷 まゆみ 氏（久留米大学附属図書館

課長）を選出 

 

(4)資料確認  

＊ 定例幹事会次第・出席者名簿（久留米大学準備資料） 

＊ 九州地区協議会幹事会内規（久留米大学準備資料） 

＊ 2014 年度九州地区研究会実施要領（案）（筑紫女学園大学準備資料） 

＊ 2014 年度九州地区研究会予算（案）（筑紫女学園大学準備資料） 

＊ 九州地区大学図書館協議会 表彰委員館、編集委員館(案)（久留米大学準備資料） 

＊ 九州地区協議会年度別幹事校及び役員校等ローテーション表（久留米大学準備資料） 

 

(5)出席者自己紹介（出席者 7 館／14 名） 

  

地区別・職務上      

内規第３条による 
大 学 名 役 職 名 氏  名 

福岡北部 西日本工業大学 

図書課 参与 黒岩 壽 

図書課 主事 中田 輝美 

福岡南部 西南学院大学 課長 古庄 敬文 

九州中部 熊本保健科学大学 司書 山﨑 栄子 

九州南部 
沖縄キリスト教学院

大学 
図書課長 仲間 末美 



九州地区理事校 久留米大学 

課長 熊谷 まゆみ 

課長補佐 二又 紅美子 

内規第 3条第 3号       

による出席                

[研究会幹事校] 

筑紫女学園大学 

館長 大津 忠彦 

図書館課 課長 山中 優子 

図書館課 係長 東野 善男 

図書館課 主任 倉永 郁子 

内規第 3条第 3号       

による出席                

[次期理事校] 

沖縄国際大学 

課長 新里 克也 

課長補佐 山城 篤男 

主任 崎原 司 

 

 

 (6)協議事項 

1) 2014 年度九州地区研究会企画（案）について 

 筑紫女学園大学から、資料１により研究会の日程、講演者、事例発表者、案内状の送付、

バスの運行等について説明された。 

開催案内状の送付については、私立大学は郵送とメール、国公立大学にはメーリングリス

トを使用してメールのみで行うことが承認された。 

なお、開催案内は 7月 4日（金）、申込みは Web 受付、〆切は 8月 8日（金）を予定してい

ることが付言され、併せて承認された。 

2) 2014 年度九州地区研究会予算（案）について 

筑紫女学園大学から、資料２により予算（案）の説明が行われた後、各費目について確認が

行われ、承認された。 

  久留米大学から、定例幹事会２回、準備委員会１回のお茶代として１回につき 2500 円、本年

４月に開催した大分の総会時の前田先生の宿泊料金・交通費の振込手数料と交付金の研究会へ

の振込手数料を「理事校事務費」として支出していること、印刷費については 4月 17 日に行わ

れた協議会記録冊子を支払う予算がないため、研究会費から支出することとしたことを補足説

明された。 

3）次年度の協議会（総会）での講演について 

 協議会（総会）で、次年度も講演実施が決定され、講演者を理事校の久留米大学が調整する

ことになった。 

4）表彰委員館、編集委員館等について 

 久留米大学から、資料３により九州地区大学図書館協議会 表彰委員館・編集委員館につい

て説明がなされ、平成 27年度の表彰委員館を九州情報大学(福岡南部)、編集委員館を西日本工

業大学（福岡北部）に打診済みであることの報告があり、承認された。 

5）その他 

久留米大学から、来年度の西地区部会研究会の発表者についての案内があり、希望者（推薦

者）は久留米大学に連絡していただきたいとの依頼があった。 

 



 (7)確認事項 

 1) 九州地区協議会年度別幹事校について 

久留米大学から、資料４により九州地区協議会年度別幹事校について確認された。 

 

2) 九州地区協議会役員校等ローテーション表について 

  久留米大学から、資料５-１の九州地区協議会役員校等ローテーション表〔2014 年度修正版〕

の修正箇所の説明があり、資料５-２の九州地区協議会役員校等ローテーション表〔2015 年度

版〕についての確認があった。 

 

（8）その他 

  なし 

   

以 上 


